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歴
史
と
文
学
と
い
で
湯
の
ま
ち
「
城
崎

温
泉
」。
志
賀
直
哉
を
始
め
と
す
る
多
く

の
文
人
墨
客
が
訪
れ
、
大
谿
川
と
柳
並

木
、
軒
を
連
ね
る
木
造
の
宿
な
ど
、
今
な

お
古
き
良
き
日
本
の「
温
泉
ま
ち
」
の
情

緒
を
残
す
山
陰
の
名
湯
で
あ
る
。

　

こ
の
湯
の
ま
ち
に
、
今
年
４
月
、「
ア
ー

ト
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す

る
。
そ
の
名
は
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」。
旧
城
崎
大
会
議
館
を
活
用
し
、

舞
台
芸
術
を
中
心
と
し
た
滞
在
型
の
創
造

活
動（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
）

の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。

　
「
温
泉
」
と
「
ア
ー
ト
」の
融
合
に
よ
り
、

新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

る
そ
の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

　
「
芸
術
の
分
野
で
城
崎
大
会
議
館
を
活

用
で
き
な
い
か
」。
セ
ン
タ
ー
開
設
の
き
っ
か

け
は
、
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
の
言
葉
か
ら

始
ま
っ
た
と
振
り
返
る
の
は
、
豊
岡
市
民
プ

「
温
泉
」と「
ア
ー
ト
」の
融
合

世
界
か
ら
城
崎
へ
、城
崎
か
ら
世
界
へ
！

舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

但馬の未来をデザインする

城崎国際アートセンター
湯のまちを芸術文化創造の拠点に！！

豊岡市

特 集

4月23・24 日は恒例の「温泉まつり」を開催！！
大谿川沿いの柳並木と木造 3 階建ての旅館。山に囲まれ、どこででも緑
を感じられる城崎の風情は、訪れた者の心を落ち着かせてくれる。

「
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
と
い
う
発
想

動画が見られます
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ラ
ザ
の
館
長
を
務
め
る
岩
崎
孔こ

う
じ二

さ
ん
。

　

豊
岡
市
で
は
平
成
24
年
４
月
に
、
県
か
ら

城
崎
大
会
議
館
を
譲
り
受
け
た
。
１
千
人

収
容
の
ホ
ー
ル
や
宿
泊
設
備
を
持
つ
大
会
議

館
は
、
元
々
、
産
業
分
野
で
の
活
用
を
目
的

に
建
て
ら
れ
た
が
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化

に
よ
り
、
大
規
模
な
会
議
の
需
要
が
少
な
く

な
り
、「
施
設
を
ど
う
使
う
か
」
と
い
う
大

き
な
行
政
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

連
絡
を
受
け
た
時
、
と
っ
さ
に
思
い
つ
い

た
の
が
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス（
Ａ
Ｉ
Ｒ
）」と
言
う
発
想
だ
っ
た
と
い
う
。

　

Ａ
Ｉ
Ｒ
と
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
一
定
期
間

地
域
に
滞
在
さ
せ
て
、
芸
術
創
造
活
動
の

環
境
を
提
供
す
る
活
動
の
こ
と
。ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
日
常
と
は
異
な
る
空
間
や
環
境
、

ま
た
、
様
々
な
国
、
地
域
、
文
化
的
バッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
々
と
の
交
流
に

よ
っ
て
、
芸
術
創
造
活
動
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
日
本
で
は
絵
画
な
ど
美
術
作
家
向
け

の
Ａ
Ｉ
Ｒ
施
設
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

舞
台
芸
術
（
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
）
を

主
体
と
し
た
施
設
は
ま
だ
少
な
い
ん
で
す
。

大
会
議
館
の
広
さ
と
城
崎
温
泉
の
情
緒

が
、
舞
台
芸
術
と
マッ
チ
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
」
と
、
岩
崎
さ
ん
は
話
す
。

　

半
年
か
け
て
芝
居
づ
く
り
を
行
う
演
劇

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
や
、
劇
作
家
や
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
、
市
民
参
加

型
事
業
を
精
力
的
に
推
進
し
て
き
た
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
。
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の

交
流
が
、「
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
生

ん
だ
と
言
え
る
。

　

思
い
立
て
ば
、
す
ぐ
行
動
。
早
速
、
日

本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ダ
ン
サ
ー
を
城
崎
温
泉

に
招
き
、
反
応
を
聞
い
た
。

　

そ
の
第
一
声
は
「
大
き
い
」。
舞
台
芸
術

の
場
と
し
て
打
っ
て
つ
け
の
場
所
だ
と
、
好

印
象
を
得
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
城
崎
温

泉
の
情
緒
が
創
作
活
動
に
よ
い
影
響
を
与

え
る
と
の
声
も
上
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
温
泉
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

肉
体
を
酷
使
す
る
ダ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
、
疲

れ
を
癒
す
最
高
の
場
所
だ
と
い
う
反
応

も
。
ダ
ン
サ
ー
は
温
泉
好
き
!? 

ま
さ
に
湯

治
場
と
し
て
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
、

う
れ
し
い
発
見
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
市
民
プ
ラ
ザ
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
の

講
師
を
依
頼
し
て
い
る
劇
作
家
・
平
田
オ

リ
ザ
さ
ん
か
ら
も
、「
海
外
の
演
劇
関
係
者

に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
取
り
組
み
」
と
評
価

さ
れ
、ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
助
言
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
、
日
本
最
大
級
の
舞

台
芸
術
を
中
心
と
し
た
Ａ
Ｉ
Ｒ
施
設
と
な
る

「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」。
施
設
に
か

け
る
熱
い
想
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
１
番
の
特
徴
は
、
年
に
１
～

２
回
、
公
募
に
よ
っ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
カ
ン

パニ
ー
を
招
き
、
年
間
を
通
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行

う
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
市
民
の一
般
利
用
も
受

け
付
け
る
が
、
公
募
で
選
ば
れ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
最
長
３
ケ
月
の
間
セ
ン
タ
ー
に
滞
在

し
て
、
24
時
間
自
由
に
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
の
間
の
宿
泊
費
や
ホ
ー
ル
、ス
タ
ジ
オ

の
使
用
は
す
べ
て
無
料
。
滞
在
中
に
制
作

し
た
作
品
を
城
崎
で
発
表
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
じ
っ
く
り
と
創
作
活
動
に
集
中

し
、
日
本
、
世
界
中
に
新
た
な
作
品
を
送

り
出
す
た
め
の
活
動
も
支
援
す
る
。

　

１
千
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
、
６
つ
の
ス
タ

ジ
オ
、
最
大
で
28
名
分
の
宿
泊
設
備
を
備

え
る
施
設
の
評
判
を
聞
き
つ
け
、
オ
ー
プ
ン

前
か
ら
た
く
さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら

世
界
か
ら
城
崎
へ
、城
崎
か
ら
世
界
へ
！

舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

昨年 9月22日に行われたプレ事業「ダンサーを探せ !! in
城崎温泉」。当日は、プロダンサーと但馬から集まった「紛
れダンサー」を合わせた 87人が出演した。

城
崎
か
ら
世
界
へ
発
信

■オープニングイベント 「日本劇作家大会 2014豊岡大会」
　 劇作家の他に、演劇人や映画･テレビなど異なるジャンルからもゲストを迎え、演劇作品
　 の上演や戯曲リーディング、ワークショップ、シンポジウム、講演など多彩なプログラムが
　 行われる劇作や舞台芸術文化の祭典。今回は9年ぶりの開催。
    ［期］6/12（木）～15（日）／開会式：12日（木）17:30～（城崎国際アートセンター）
    ［所］城崎国際アートセンター、豊岡市民プラザ、出石永楽館 他市内各所　
    ※詳細やスケジュールについてはHPで → http://toyooka-geki.org
    ◎城崎国際アートセンター公式webサイト → http://kiac.jp/

動画が見られます
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城崎国際アートセンター
湯のまちを芸術文化創造の拠点に！！

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
ま
た
、、
地
域
の
人
に
も
っ
と

身
近
に
「
ア
ー
ト
」
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い

う
狙
い
も
あ
る
。
滞
在
中
は
練
習
風
景
を

一
般
公
開
し
た
り
、
小
中
学
校
で
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
開
く
な
ど
、地
域
と
レ
ジ
デ
ン
ス・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
の
場
を
積
極
的
に

設
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
浴
衣
姿

で
ふ
ら
っ
と
温
泉
街
を
歩
き
外
湯
で
疲
れ

を
癒
す
、
地
元
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
何
気
な
い

会
話
を
す
る
…
。
そ
ん
な
「
身
近
に
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
い
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
る
。

　　

城
崎
温
泉
に「
ア
ー
ト
」
と
い
う
魅
力
が

加
わ
る
こ
と
で
、
新
た
な
客
層
の
取
り
込

み
、
世
界
へ
の
情
報
発
信
に
よ
る
観
光
分

野
へ
の
波
及
効
果
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

　

城
崎
温
泉
で
も
、
約
２
年
前
か
ら
海
外

か
ら
の
旅
行
者
獲
得
に
向
け
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
設
に
よ
っ
て
外
国
人
旅
行
客
が
増
え
る

こ
と
は
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
「
小
規
模
な
宿
が
多
い
城
崎
で
は
、
個
人

客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ネ
ッ
ト
中
心
の
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
団
体
客
を
狙
え
ば
、
富
士

山
や
京
都
と
い
っ
た
場
所
と
勝
負
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、東
南
ア
ジ
ア
の
お
客
様

は
英
語
を
話
せ
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
英
語

圏
に
絞
り
、
戦
略
性
を
持
っ
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
は
、
城
崎
温
泉
旅
館
協

同
組
合
理
事
長
の
高
宮
浩
之
さ
ん
。

　

旅
館
組
合
、
観
光
協
会
、
商
工
会
が
主

体
と
な
り
、
豊
岡
市
の
過
疎
地
域
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
て
、
英
語
版
の
旅
館

予
約
シ
ス
テ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
開
設
、

観
光
案
内
版
の
整
備
な
ど
を
実
施
。
駅
前

に
あ
る
お
宿
案
内
処
に
は
、
城
崎
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
外
国

人
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

外
湯
め
ぐ
り
や
温
泉
街
の
歴
史
的
な
景

観
文
化
が
評
価
さ
れ
、
旅
行
ガ
イ
ド
「
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」の

二
つ
星
を
獲
得
し
た
こ
と
も
あ
り
、
海
外
か

ら
の
旅
行
者
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

　
「
緑
が
美
し
い
温
泉
街
の
風
情
は
、
外
国

人
に
と
っ
て
も
落
ち
着
く
場
所
で
あ
る
よ

う
で
す
。
ア
ー
ト
と
い
う
新
た
な
価
値
と
、

城
崎
温
泉
の
歴
史
と
文
化
を
う
ま
く
融

合
さ
せ
、
城
崎
の
価
値
を
高
め
て
い
き
た

い
」
と
、
高
宮
さ
ん
は
話
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、５
月
９
日
か
ら
１
ケ
月

間
、
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
、「
第
１

回
城
崎
温
泉
泊・

覧・

会・

（
城
崎
オ
ン
パ
ク
）
」

を
開
催
す
る
。
さ
ら
な
る
フ
ァ
ン
作
り
の
た

め
、個
々
の
旅
館
や
商
店
が
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
考
え
る
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
50

を
超
え
る
企
画
が
上
が
っ
て
お
り
、
新
し
い

魅
力
が
発
掘
で
き
る
は
ず
と
期
待
を
抱
い

て
い
る
。

　
「
舞
台
芸
術
」
の
拠
点
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
「
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」。

　

昨
年
は
温
泉
街
を
使
っ
て
の「
ダ
ン
サ
ー

を
探
せ
 !!  

in 

城
崎
温
泉
」
や
、「
平
田
オ

リ
ザ
ま
ち
か
ど
リ
ー
デ
ィ
ン
グ（
朗
読
劇
）
」

と
い
っ
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。「
ア
ー
ト
」

は
観
て
も
ら
う
こ
と
が一
番
と
、
今
後
も
実

際
に
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
元
の
人

の
理
解
を
深
め
て
い
く
方
針
だ
。

　

古
く
か
ら
文
筆
家
や
芸
術
家
を
迎
え

入
れ
て
き
た
城
崎
温
泉
。
お
も
て
な
し
の

文
化
は
、
地
元
住
民
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る

「
温
泉
」
と
「
ア
ー
ト
」の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
、
ど
の
よ
う
な
化
学
変
化
を
起
こ
す
の

か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

観
光
促
進
に
も
期
待

舞
台
芸
術
の
拠
点
に

城崎温泉旅館協同組合では「Kinosaki inn Concierge」と

題して、外国語に対応した宿泊予約サイトも開設している。

http://www.kinosaki-web.com/en/
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元気人ネットワーク
【 G e n k i - B i t o 】

「
城
崎
温
泉
」を
盛
り
上
げ
る
元
気
人
た
ち
を
紹
介

●株式会社 湯のまち城崎
「駅が玄関、通りは廊下、旅館が客室で、外湯が大浴場、お
土産物店は売店」と例えられるように、温泉街を一つの大き
な旅館として考える城崎温泉。「共存共栄」と呼ばれるまち
づくりをこの先100 年繋ぐため、設立されたのが「株式会社 
湯のまち城崎」。行政の財政状況が苦しい中、自分たちで資
金を確保して、無駄をなくし効率的にまちづくりを行うこと
を目的としている。「城崎は外湯を中心として巡るまち。空き
店舗対策は近々の課題です。若い人が起業できるように橋

渡し役となりたい」と話すのは、宿の主人でもある事務局
の芹澤正志さん。4月からはバラエティに富んだお店が
集う「木屋町小路」の運営も担う。「温泉街の中心にある
木屋町小路は立地条件も抜群。今後はインフォメーショ
ン機能も充実させて、観光の拠点として人が集う場所に
していきたい」と話す。また、NOMO ベースボールクラ
ブの後援活動も担い、選手に雇用の場や練習場を提供
するなど、地域活性化にも一役買っている。

［問］株式会社 湯のまち城崎 事務局 0796-32-3663

城崎案内人の
四角さん

●城崎温泉観光協会
　城崎インフォメーションカウンター
平成 24 年、JR 城崎温泉駅前にあるお宿案内処内に開設さ
れた「城崎インフォメーションカウンター」。英会話のできる事
務員が常駐し、外国人観光客に対して、温泉街や豊岡市の観
光案内を行っている。また、英語版フェイスブックでの情報
発信やメールでの問い合わせにも対応。旅行ガイド「ミシュラ

ン・グリーンガイド・ジャポン」の二つ星として掲載され
たことから、カウンターに訪れる外国人観光客が増えて
いると言う。職員の河原ひとみさんは、「案内したお客さ
んが帰りにサンキューと言って、わざわざお礼に立ち寄っ
てもらえることがうれしい」と話してくれた。

［所］豊岡市城崎町湯島78（JR 城崎温泉駅前、お宿案内処内） 
［時］9 ～ 17 時　［休］無休  ［問］0796-29-4188

職員の河原さん

英語表記の散策マップやパンフレットも作成

●城崎温泉 若旦那の会
まちの若者が集い、ボランティアで城崎温泉の盛り上げ役を
担う「若旦那の会」。印象的な着物姿のポスターが話題とな
り、今や城崎温泉の PR 部隊として欠かせない存在となって
いる。「元々、城崎には男衆が外に出るという文化があり、名
前を若旦那と付けました」とは、代表の大西伸弥さん。メン

バーは旅館や商店、お寺の後取りもいたりして、業種
問わず団結できる所が城崎らしいと話す。夏の定番イ
ベントになった「城崎温泉 夏物語」の風物詩である縁
日。これを目当てに訪れる観光客も多く、お客さんと
身近にふれ合えるとやりがいになっている。今後も
観光客とのふれ合いをテーマにした、手作りのイベン
トを主体にまちの魅力を高めていきたいと話す。
◎WEB  http://www.kinosaki-wakadanna.com/

［問］城崎温泉観光協会 0796-32-3663

●観光ガイド 城崎案内人
「外湯だけではない城崎温泉の魅力を観光客に伝えたい」と始まった観光
ガイド 城崎案内人。城崎文芸館を起点に、約 2 時間のコースをメインに案
内を行っている。「お客さんの反応を見ながら、こぼれ話や裏話など興味
を引きそうな内容を盛り込んでガイドをしています。どこから来られてい
るのかといった情報も事前に調べることで、親近感を持ってもらえるよう
に心がけています。ガイドをするようになって、1,300 年の歴史あるまち
だと新ためて認識した」とは、ガイドの四角澄朗さん。
見所は多く、いつもしゃべり足りないんだとか。「もう1
回聞きたい」という人も多く、ぜひ隠れた魅力を知って
ほしいと話す。また、大谿川にホタルを復活させるなど、
城崎温泉町並みの会の代表も務める四角さん。平成 27
年 6月7〜 9日に開かれる、「全国町並みゼミ豊岡大会」
にも関わるなど、まち並みの保全に努めている。

［料］１グループ（5 名まで）2,000 円
　　※6 ～ 10 名までは１人増えるごとに100 円増し 

［問・申込］城崎温泉観光協会 0796-32-3663
※事前予約（2 週間前までに電話、FAXで申し込み）

フェイスブックでも情報発信

事務局の芹澤さん

城崎温泉 若旦那の会
代表の大西さん

NOMO ベースボールクラブの

後援活動も行っている。

個性溢れるお店が集う木屋町小路
「城崎温泉 夏物語」は毎日1千人が集

まる夏の人気イベントになった。

城崎泉隊オンセン
ジャーとして活躍
するメンバーも！

春は桜の名所である木屋町通り

文学碑めぐりを楽しむのも◎


